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研究結果要約 

血小板活性化因子（PAF）は、アナフィラキシーの発症に関わる生理活性脂質として知られており、

その活性を阻害することで致死的なアナフィラキシーを改善できる。最近私達は、生体内安定性に優れ、

PAF との特異的結合能を有しその活性を抑制する D-アミノ酸含有ビオチニル化ヘプタペプチドを見出

した。本研究では、このペプチドのアナフィラキシー治療薬としての開発・実用化を目指して、疾患モ

デル動物を用いてペプチドの有効性を検証した。その結果、今回用いた 3 種類のペプチド（peptide 1～

3）のうち、N 末端側のアミノ酸（1 個）を D 体化した peptide 2 は、L 体アミノ酸のみからなる peptide 

1、N 末端側 C 末端側の両アミノ酸（計 2 個）を D 体化した peptide 3 と異なり、アナフィラキシーに

よる体温低下を劇的かつ持続的に抑制した。さらに、peptide 2 は、アナフィラキシーの病態形成に関わ

るマスト細胞における IgE 依存および非依存性の脱顆粒やロイコトリエン遊離を劇的に抑制に関与し

た。以上の結果から、今回用いたペプチドのうち、peptide 2 は、PAF 活性阻害のみならず、マスト細

胞の作用を抑制することにより持続的な抗アナフィラキシー効果を示すと考えられた。今後はこの抗ア

ナフィラキシー効果のさらなる作用機序を解明していく予定である。 
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研究結果要約 

本研究では、インドネシアの伝統的な小エビ発酵食品である TERASI をモデル食品とした、低アレル

ゲン性エビ発酵調味料の製造について検討した。まず、インドネシアにて市販される TERASI を 20 種

類調査したところ、市販 TERASI の多くにアレルゲン性が残存していることが判明した。次に、日本近

海で漁獲された 2 種の小エビ（アキアミ、イサザアミ）に、種々のスターターを添加して TERASI を調

製し、それに含まれるエビの主要アレルゲン（トロポミオシン、TM）の IgE 結合能を、エビアレルギ

ー患者血清を用いて調査した。スターターには、市販あるいは自作した TERASI、または米麹を用いた。

その結果、原料をアキアミとした場合は、市販 TERASI の一部、および米麹を用いた TERASI におい

て、一部の患者で IgE 結合能の低下が見られたが、他のスターターでは明確な IgE 結合能の低下は確認

できなかった。一方で、イサザアミを原料とし、アキアミからスターターを使用せずに調製した TERASI

または市販の TERASI をスターターとした TERASI は、供した全ての患者において、スターター不使

用の物よりも大幅な IgE 結合能の低下が観られた。以上の結果は、原料とスターターを適切に組み合わ

せることで、製造工程における TM の分解を促進し、最終製品のアレルゲン性を低減できることを示し

ている。 
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